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広島県海田の沖積層産貝化石の14c年代（その 2)

松島義章＊・ 尾 田 行令＊＊

Radiocarbon age of the molluscan fossils from the alluvial 

deposits in Kaita, Hiroshima Prefecture (Part 2) 

y oshiaki MATSUSHIMA永 andYukinori ODA料

Abstract 

A radiocarbon dating was made for th巴 molluscanfossils (Cyclinαsinensis) collected 

from the upper part of th巴 alluvialmarine deposits of the Seno River Delta, Kaita-cho, 

Hiroshima Pr巴frcture.

The molluscan fossils were contain巴din a granule sand bed, at a 5.5 meters below 

sea lever. 

The age obtained (3140士 120y. B. P.) is consistent with the former estimation that 

the forset bed in the Seno River Delta was accumulated during latestage of the Jomon 

Transgression. 

はじめに

1976年 と1980年に筆者らは，広島湾の東北｜潤を 占める海田の瀬野川l三角州に分布する海成沖

積層の，上部砂層と上部泥層の二層準から採集した貝化石とその14C年代測定値について公表し

た〈松島 ・尾田，1976;1980）。

今回，さらに上部砂層より新たに採集した貝化石の14c年代が明らかになったので簡単に報告

する。

本稿をまとめるにあたり， 広島県賀茂郡福富町立福富中学校校長の福原悦満氏には貝化石試

料の提供をいただいた。その14C年代測定は学習院六学の木越邦彦教授にお願いした。 ここに記

して感謝L、たします。 なお， 本研究に使用した 費用の一部は， 昭和59年度文部省科学研究費

補助金一般研究（C）課題番号59540507による。

測 定 値 ：3140士120y. B. P 

測 定 番 号： GaK 10443 

14C年代測定の結果

測 定 者 ：木越邦彦 （学習院六学理学部〉

測 定 試 料 ．オキシジミ Cyclinasinensis (GMELIN) 

神奈川県立博物館
Kanagawa Prefectural Museum, Yokohama. 

ヨ広島県立呉養護学校

Hiroshima Prefectural Kure Special School for Handicap Chikiren, Kure, 
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松島 ・尾田 ．広島県？毎回の沖積層!ft貝化石のHC年代（その 2)

N 

2 3Km 

図1 広島県海田の瀬野川三

角ナ｜、｜治、ら産出した貝化石の

採集地点〔×印〉

x l, 2：県立海田高校前の

国道ノ4イパス， ×3.国道

バイパス海田橋（瀬野Ji[右

岸fWJ〕，X4：海田ショッピ

ングセンターニチイ， w-
E j中積層地質断而（図3〕

ョグ。
採集者 ：福原悦満（広島県賀茂郡福富町立福富中学校〉

採集日 ：1981年 6月

採集地点 ：広島県安芸郡 海田JllJ大正町， 海田ショッピングセンターニチイ〔図 1）。北緯

34°21'51ぺ 東経132°32'13ぺ地表から約 Gm卜方の海抜－5.5m.

試料の産状 ．試料のオキ シジミを合む員化石は， 海田市街地中心の国道2号線と国道31号線

との交差点の南東角に建設中の海田シ ョッピン グセン ターニチイの基礎、工事に

ともない新しく 掘られた露頭より得られたものである。 貝化石の包含層は，地

表から約 Gm下方の海抜一5.5m付近にみられる granul大の石英粒から なる灰

白色粗砂層で，若二rのJ肉植物も含む。 この粗砂崩は瀬野川三角州lこ広く分布す

る上部砂層 (US）であり，試tlのオキシ ジミは上部砂層のに1コ部層準から採取し

たものである（図 2）。なお，本地点の海成層上限高度は＋0.2mである。

貝殻の保存状態は， 殻の表面がやや風化していて良好といえず，殻の厚い大

型の二枚貝が多く ，巻貝は少ない。 本地点ではオキシジミとアサリを主体とす

る内湾均j間帯砂泥底に生息する種からなり， 阿殻そろった個体もかなりみられ，

現地性椴積であったものといえよう 。

14C年代測定値の検討

試料採集地点 （×4）の沖積層は，ボーリング資料から図2のように上位より厚さ約 gmの上

部砂層（US）， 厚さG mの上部泥）＼？i(UC), 厚さ 4m以上の1、古［）砂際層 （LS）に分けられる。

14C年代試料のオキシジミは，上述のよう に上部砂層の中部｝＼.＇.i準のものであり，明らかにな った

測定値の3140土 120年前（GaK10443〕はその形成年代を示すものといえる。前回明らかにな っ

た上部砂！ITi上部層準の2210土llO年前〔GaK7945），上部泥層上部居準の5270土200年前 （GaK-
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8502）と比べて，今回の測定値が周位的にも年代的にも矛盾なくよく調和している。 このこと

から瀬野川三角州のほぼ中央部における前置層である上部砂層の形成年代が約5000年前より は

じま ったとJW定したこと（松島 ・尾田，1980〕を立証することができた。 この結果にもとづい

て本地点付近の上部砂層の形成年代と取積速度を求めると図4のようになる。

上部砂）~下部屑準の形成は約5000年前から約3000年前であり，その地積は千年につき約2. 5m
である。上rn1層準の形成は約3000年前以後であり，約3000年前から約2000年の堆積は約3.5m,

約2000年前以降は千年につき約 lmとし寸i川責速度に変化が認められる。 すなわち，上部砂層

の形成年代は約5000年前から約2000年前が主体をなし， この時期に瀬野川による三角州前置層

の成長と前進が著しかったことを現わす。 中でも約3000年前から約2000年前の堆積速度が，そ

れ以前に比べて 1.4倍も速くな っていることは注目される。

上部砂層の貝化石群集

今回の調脊で得られた ×4地点の貝化石は， オキシジミ ，アサリ を主体にハマグリ ，シオフ

キ，オオノガイ，カワアイの 6種と少ない。 これは前述のように granul大の石英粒からなる

粗砂中のもので，貝殻の保存状態があまり良好といえないことから， 小形のものや殻の薄いも

のは殻の融ffJ7i！などによって消失した可能性が考えられる。

主要極の産出状況やその産出頻度から木地点（× 4：上部砂崩中till層準〉の貝類群集をみる

と，× 3，×1地点（上部砂層上部層準〉と同様にオキシジミ， オオノガイからなる干潟lff:集

〔松島， 1984）とアサリ，ハマグリの内湾砂底群集（松島， 1984）の混合群集が分布していたこ

とを示す（図5）。
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図5から，瀬野川三角州「拘置層の上部砂層を堆積させた海田湾は， 約5000年前に下位の底置

層にあたる上部泥層の堆積が終って上部砂層の形成がはじ まると， それまで生息していたイヨ

スダレ， ウラカガミ， シズクガ イなどの内湾泥底群集 （松島，1984〕にかわって， 内湾砂底群

集や干潟群集の生息できる水深の小さい湾奥的な環境へ急激に変化したこ とがわかる。しかも，

その後はその環境がかなり長期にわた って存在したこと が明 らかになった。

ま と め

広島湾の東北I別に位置する？毎回瀬野川三角州における海成沖積層の上部砂層中部層準のi4c年

代は， 3140土 120y. B. P. (GaK-10443）て、あ る。

本地域の上部砂層の形成年代は， 3｝雷準で明らかにな ったHC年代により，約5000年前以後の

ものであることが判った。 対i，積速度をみると約5000～3000年前の上部砂層下部層準では千年あ

たり約 2.5m，約3000～2000年前の上部層準では約 3.5mと1.4倍も速くなっている。

上部砂層の堆積する当時の海田湾は， 貝類の生態的特徴から内湾砂底群集と干潟群集の生息

する浅い内湾であ った。

文 献

松島義章 1984. 日本列島における後氷期の浅海位貝類iii＇集一一特に環境変遷に伴うその時間 ・空間的変

遷一一．神奈川県立博物館研究報告 （自然科学〉 15 : 37-109. 

松島義章 ・尾田行令 1976. 広烏県海田のN•桜層産貝化石ー 地学研究 27(7『 9): 255 263. 

松島義章 ・尾田行令 1980.広島県j毎回の沖積層産貝化石の 41C 年代 神奈川県立博物館研究報告（自然科

学〕 12: 43 51. 



松
島

・
尾
田

；
広
島
県
海
田
の

j中
積
層
産
貝
化
石
の

1>1
c
年
代
（
そ
の

2
〕

4
2
 

む
ミ

詮ぞ
沿
とご

詮
ミ

む
ミミ

にコ
co

F
可

C
¥
)

l
f
)
 

，...吋
°
＂

I
 

I
 

I
 
I

 
I

 
I

 
詮
ミミ

ト
寸
心
。

"'c
コ

C
ご》

ト
ー
吋

"
'

 

－一「ー「一一
'------L一一

仁二
二
二二

仁
二
二
二
二

Z
二
二
二
士
三
三
三
＝
＝
＝
＝
＝＝＝＝ニ

開
山

叩
n
+
v
w

.raj'L
J.o;;aσ

 

時
1
D下

7
o
p

v
7
n
；；
下
B
u知

制H

吉富7マ腿c3
揮E

g; 
-K: 申

回
智

匝型
;o 

• 
E
 

ζE
理

手
手
潟

）
υ

 

J-J-UO
♀

 
し

」
Q

聖主

一
－一~~己一一h一子｝－－山ミ＝｝ん

．－－－－－
一一一－

－－
司
一

一
一

一一－
－－－－一一

－．－
一

一
一

「
1
撃警日

～
ki 

！蛇
去三告と
mi: 

.. 

l'Q
也

ω
』
足

早
智

l
♂

吉
且

I
＇ボ

U
§

 l
け

忽

~
~
~
 

1
~1言；

~
~
 

｜
国
｜室長

一
－~~~~~~~－~：~＿＋＿＂＿~＂~~－－－－~－－－－~－－ －

－
~
一一一一－

__ U
i~ 

「
「

荘
U

・
 dd
s
 
D'}-J.D11 J-

♀
D[J 

－・圃園田園・
園田園・・

Iii 
;;,o 

二
三

』

~
 
~ 

号
室
富

山
〈

図

山
n
+
v
1
η
仇
<D'./-DO

M
η
予
1
v
+
u
a
a

E
二
二
二
二
二
二
二
二

S
下
s
u
a
o
良
)jO'./-

D
出
O
D
D
N

E
二二

二
二
二
二
二
二
二
二
二
＝
＝
＝

D
D
}
-
d
q
η
1

 D
J.0011.J, 

D
平
D
z
n
p
u
n

D
子
7
1
d
v
a

ω国句

HAEωωω吋U

DJ.OJ
予
w

v
d
7
o
w
a
.
r
a
J
1
 

v
+
v
z
z
下。下

u
a
a

v
1
7
a
u！トs

o
a

・
d
d
s

D
下
a
1
n
a

仁二
二
二三

s
m却

下
［：
o

s
n手

u
a
a
z
t
t

D
U
D
J
-
S
比
X
D
θ
♀
S

D
予♀

u
o
p
o
u
t
t

P
口子♀

S
θ
J

P
予
μ
予
H

~
 

w
n
’！P

！ト
S
干
d

官
U
J
-
D
n
1
7
）ト4

D
n
d
仇

＜ODU'L
D
W
口
DDI'/

~
 

I
Z
Z
Z
Z
l盟

国
7
Z
Z
Z
Z
Z
I
Z
.

り
UUOj'}-

J.
抑

制
Dd'./-DDfrl

D
D
f
U
O
d
D
C
 s

a
d
D
J
,
 

D
D手

u
o
d
v
[
:

D
凶

＇O
S
O
D
D
1
f
d

・・・・・
E

・・・・・・圃圃・
・
d
d
s
 
pθ

P!1f
♀
'fdi3;J 

ω叫綱WHAEωmmMW4

．．．． 圃・・・
．．．．．． 

予
v
8
o
u
o
o

D
f
J
.
D
U
θ
J
D
 DfiN 

．．．．．．．．．． 
S
下
s
u
a
u下

S
D
U干

z;;fi.;;

（内白山田iX悶凹）

－n凶・同－hcDN判ロトNm

（

E2［叶lω匂口判叶リVHC
）

内日

（円守守OHl〉－mO
）

－白・同－hDNH」HD守H門

（

E山．

mlω
同

UEUH叫Hの）

守民

（旧日刊酌トl〉古川臼）

圃圃園・n凶・∞－hD叶司』HD」［NN

圃圃（ENlU司コリコμ
」［の）

圃－－

HH

－－－－ E
 

ω
 

匂ロ判。

円、〉〈

凹

ωJ
門パ

HHJ［のUDJ

間
♀
DJ.チ1

山
1zadv.r.ιE

S
D
8チ

8
D
θ
d
♀
S
O
S
S
D
J
.
;
J
 



瀬野川三角川lの海成沖積層から産出した貝化石リスト表 l
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T「apezium (Neo十rapezium) lira十um (Reeve) 

Anodon十ia s十earnsiana (Oyama) 

A I ven i us oj i anus (Yokoyama) 

Card l十e11 a (Ca「di十eI Iona) hanzawal （トfomura)

Pisidium sp. 

Pl I lucina pisidlum (Dunker) 

Ni pponomyse I I a ob I onga十a (Yokoyama) 

Fuluvia mu十lca <Reeve) 

F. hungertordl (Soue「by)

Microci rce di lee十a (Gould) 

Mere十rIx lusoria (Riiding) 

Cosine I I a pen i c i I I a十a <Reeve) 

Phacosoma j apon I cum <Reeve) 

Cycl Ina slnensis (Gmel in) 

Ve「emolpami era (Pi lsbry) 

Tapes japonlca Deshayes 

Paphia (Pa 「a十apes) undu I a十a (Born) 

Mac十「a vene「lform i s Reeve 

Rae↑a pulchel la (A.Adams e十 Reeve)

Theora lubrica Gould 

Ma coma十okyoensis Maki ya ma 

M. lncongrua (V. Ma r十ens)

Arcopagla （阿erisca) diaphana (Deshayes) 

Fabul ina mi nu十a (LI schke) 

Mya (Arenomya) arenarla oonogai Makiyama 

GASTROPODA 

Pa十eI Io i da (Chi azacmea) pygmaea (Dunker) 

To「nus sp. 

Lisso十es十a sp. 

Lune I I a corona十a (Gmel in) 

Ce 「i十hidea clngula十a (Gme Ii n) 

C. djadjarlensls (K. Mar十in) 

Ba十11larla cumingi i (C「osse)

8. mu I十itormis (Lischke) 

Eufene I I a pupo ides (A. Adams) 

Dial a s十ri C十a Habe 

Aus十raI aba pi eta CA. Adams) 

A. sp. 

CI a十hrafenel la re十icul a十a (A. Adams) 

Ep i十onlumangus十a (Dunke「）

E. yoドoyamal Suzuki e十 lchimura

E. sagami ense azumanum (Yokoyama) 

日δleis sp. A 

8. sp. B 

Neveri十a ves i ca I is (Phi I i pp i ) 

Tee十cna十ica jan十hos十oπoides Ku「odae十 Habe 

Re十lcunassa japonica (A. Adams) 

Hinia fes十Iva (Powys) 

Nio十ha llvescens (Phlllppi) 

Paradi 11 ia nivol ioides <Yokoyama) 

Ac十aeopyramis exlmia CYokoyana) 

Odos十omia COdos十omia) kizakiensis Yokoyama 

0. sp. A 

0. sp. B 

Syrnola subcinc十eI I a Nomu「a

Evalea omaensis Nonura R 

Chemni十Zi a abse i da Da I I and Barsch R 

C. sp. R 

Tu 「boniI la sp. R 

Tiber 1 a ebarana (Yokoyama) . R 

T. pulchel la (A. Adams) . R 

Ringicula dol ial is Gould . A 

Cyl ichna十ys angus十δ(Gould) .、 C

Coleophysis mlnimus (Yokoyama) . R 

Rh i zorus十okunagai (Maklyama) . C 

Ac十e'?ci na decora十a ,CPilsbry) . R 

A. exi Ii s (Dunke「） • R 

Di don十oglossa decora十Oides Habe R 

Decori fer ma十usimana (Nomura) R 

R 
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TSURARAGAI 

YOWAKOMETSUBJGA I 

kα川ETSUBUTSURARA

MATSUSH I MAKα判ETSUBUGAI

N1 2 

N1 - 2 

N1 - 2 

Nl - 2 

XI : site I, 2m below sea level, granule sand; X2 : site 2, I Im below sea level, sandy silt, X3 site 3, 

Im below sea level, granule sand ; X4 : site 4, 5.5m below sea level, granule sand. 

Frequency A abundant 15+ spp., C : common 5 to I 4spp., R . rare I to 4spp ・ ・ 

Verticaldistribut工on NO . tidal （工ntert:idal) zone, NI : euneritic zone, from low tide mark to 20 - 30m deep, 

N2 : mesoneritic zone, fro田 20 30rn仁o 50 - 60rn, NJ : subneritic zone, from 50 - 6印nto 100 - 120m. 

Habitat Al : on algae, Br : brackish, fS : fine sand bottom, gS : gravelly sand bottom, M : mud bottom, mS . muddy 

sand bottom, R : rocky bottom，日： sandbotto田， sh : shell, shS : attatched on shell, sM sandy mud bottom, 

Z . zostera zone. 
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図版 i1~＇j l野川三角ナw1コ上部砂層産出の貝化石
1：オキシジミ Cyclinasinensis. x 1, 2 ハ 7 グリ Meiet門xlusoria, x 1, 3 アサリ Tapes
jaρonica，×l, 4：シオフキ Mactraveneriformis，×l, 5・オオノガイ Myaarenaria oonog.白人
×1, 6, 7：カ ワアイ Certhideopsilladjadjariensis, x 2. 
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